
子どもたちの新しい学び・コモン（※4）・
広聴について

目黒区議会立憲民主党　金井 ひろし　議員

子どもたちの新しい学び方
	 	（1）エミールを西部地区にも増やせ
ないか。（2）フリースクールの充実
を。（3）特別支援教育の考え方につ
いて、フルインクルーシブ教育（※5）
を目指せ。（4）「新しい学び方」につ

問
いて伺う。（5）サードプレイス（※6）
の必要性について伺う。

教育長　（1）6年度から西部地区の児
童館1館にエミールの学習指導員を派
遣し、学習支援等を行うモデル事業の
準備を進める。（2）積極的な情報提供と

学習用情報端末の活用に取り組む。（3）
インクルーシブ教育（※7）システム構築
のため、特別支援教育を推進する。（4）
魅力ある学校づくりに取り組む。（5）早
急に整備していく必要がある。
公共財のあり方、コモンについて
	 	（1）これからの公共財のあり方を伺
う。（2）みんなでつくる地域社会に
ついて伺う。

区長　（1）民間活力の活用と区民参加
による施設運営を目指す。（2）区民の思

問

い描く活動イメージをカタチにし、主体
的に活動できるよう工夫を凝らす。
広聴・公聴について
	 	（1）まちづくり懇談会について伺う。
（2）「ずっと　めぐろ」車座トークに
ついて伺う。

区長　（1）コロナ禍を経て、従来の懇
談会のやり方を見直す必要がある。（2）
新たな区政参画の手法として試行した。

問

誰もが住み続けられる目黒を目指せ！！

公明党目黒区議団　佐藤 ゆたか　議員

持続可能な未来のために
	 	SDGsを身近なところから分かりや
すく周知せよ。

問
区長　国などの関係機関と協調し、必
要な取り組みを継続していく。

人口問題を俯瞰して
	 	生産年齢人口の定住化を促進せよ。
区長　総合的にまちの魅力を高めるこ
とで、高い定住意向を維持していく。
家賃助成について
	 	（1）ファミリー世帯家賃助成期間を
延長せよ。（2）高齢者世帯等居住継
続家賃助成制度を見直せ。（3）青年・

問

問

おひとり様向け等に助成を図れ。
区長　（1）実績と効果を根拠とした検討
を行う。（2）期間延長や制度の再度の
利用は困難である。（3）多様な世帯の
居住支援を調査・研究する。

当事者目線で子育て支援をアップデート！

日本維新の会目黒区議団　上田 あや　議員

ファミリーサポートセンターの利用登
録方法改善を
	 	（1）登録説明会を廃止し動画公開に問

よる説明にすべきではないか問う。
（2）オンライン説明会の定員廃止と
申請書ダウンロードについて問う。

（3）オンライン申請導入について問
う。

区長　（1）説明会での意思疎通が必要
と認識している。（2）利用会員と協力会
員の良好な関係の構築のため必要であ
る。（3）今後のサービス向上にあたり、
どのような改善を図っていくことが必要
か検討を進めたい。

行政事務へのRPA（※8）導入について
	 	RPAの拡充について問う。
区長　必要性が高く、効果の大きい業
務を中心に活用を進めていく。

問

もっとTKB！文化財の命も！
心不全パンデミックは？

日本維新の会目黒区議団　松田 哲也　議員

TKBとJと援助策
	 	（1）災害関連死を招くトイレ・キッチ
ン・ベッドの「TKB」不足では。（2）情
報や充電の｢J｣対策に取り組むべき
では。（3）対口支援（※10）が機能し
ない場合も想定し、自治体間の相
互援助能力も強化すべきでは。

問
区長　（1）災害関連死を防ぐため、避
難所運営の中でトイレ、飲食、寝具の
充実を図る。また、在宅避難の備えとし
ても積極的に周知する。（2）充電環境
の整備と併せて、家庭や個人でモバイ
ルバッテリーや蓄電池の備蓄など、区
民が取り組める方法を周知する。（3）東

日本大震災等を踏まえて全国知事会等
が設けた対口支援および友好都市関係
を中心に災害対策を講じる。
文化財保護
	 	災害時の人命救助最優先は当然だ
が、区にある貴重な歴史的文化財
の命も守り後世に継承したい。予算
捻出の為の寄付メニューや機運醸
成が必要では。

区長　他自治体の取り組みも参考にし、
ふるさと納税のメニューに加えていく
方向で検討する。

問

心不全パンデミック（※11）
	 	死因の2番目は心疾患。区の人口比
で換算すると500人以上。医療費
や介護要因では1番。臼杵市は今年
度ホルター心電図事業（※12）で、一
人当たりの医療費約170万円・介護
費約3,200万円の抑制を図る。区
でも取り組むべきでは。

区長　国の動向や、先行自治体のモデ
ル事業の実施における循環器病対策の
効果等を注視していく。

問

災害時の混乱を防げ！
学校建替え中の避難先を明確に！

自由民主党目黒区議団・区民の会　小林 かなこ　議員

	 	（1）災害が起きた場合、避難所運営
協議会が未設立地域での区の対応
は。（2）再開された避難所運営訓練
および区の参集職員訓練の実績と

問 課題は。
区長　（1）必要に応じて近隣の町会・自
治会等に協力を求め開設・運営する。
（2）5年度は延べ19回実施された。コ

ロナ禍で休止中に構成員が替わり、継
続性が難しいことを認識している。
	 	（1）今後の活用が白紙となっている
向原住区センターの建物を、有事
の際は補完避難所、平時は災害用
備蓄倉庫にする等早急に検討すべ
き。（2）学校更新工事中の地域避難
所の案内掲示を、地域の協力を得
ながら一目で分かる場所に掲示す

問

べき。
区長　（1）どのような機能を持つと効果
を生み出せるか検討する。（2）工事現
場への看板設置、工事期間中の仮囲い
への表示などを検討し実施する。
	 	区立中学校の教科用図書採択の進
め方について。

教育長　これからの学びの在り方を見
据え、最も適した選定を進める。

問

備えよ、つねに！命を守るために
未来を守るために

めぐろの未来をつくる会　上田 みのり　議員

災害時医療提供体制の確保
	 	（1）災害時の医療提供体制の確保
における課題および必要な施策に
ついて区の見解を伺う。（2）医療的

問
配慮ができる看護師を特別要員と
して配置することについて区の見解
を伺う。

区長　（1）発災直後から状況変化に応

じるため関係機関と連携し、災害時医療
提供体制の構築に努める。（2）医療従
事者の確保の方策や効果的な配置を、
医師会等と意見交換を行い検討する。
ユースヘルスケア（※9）について
	 	（1）ユースヘルスケアの必要性につ
いて伺う。（2）都ユースヘルスケア
推進事業を活用して、プレコンセプ
ションケアの入口の体制整備を進め

問

るべきであると考えるが区の考え
を伺う。

区長　（1）若者の健康を支えるため、医
療、福祉、教育などの関係機関が連携
し、健やかに成長できるよう取り組む。
（2）妊娠前の女性とカップルに医学的・
行動学的・社会的な保健介入を行うプ
レコンセプションケアの実施など、都の
事業活用を含め検討していく。

超高齢社会に向けて
特養の地方連携を強化せよ

青木 英太　議員

超高齢社会に向けて
	 	8年度以降の区における高齢者数の
増加率予想は高く、現在の特養ホー
ム整備計画では特養の待機者増が
将来的には見込まれる。区と現在協
力関係である区外特養ホームとの連
携強化や周知・徹底について伺う。

問
区長　これまで区外特養施設の案内
は、区外特養施設の相談があった区民
にのみ渡していた。今後は、配付方法
やウェブサイト記載内容などについて
検討していく。
子どもたちの睡眠について
	 	5年度の学力調査結果報告によると問

半数以上の児童・生徒が国の推奨
する睡眠時間を確保できていない。
他自治体の調査では睡眠と学力テ
ストの正答率に相関性が見られるな
ど、健康面や学習面において睡眠
の確保が非常に重要であるが区の
対応を伺う。

教育長　保護者と連携を図り、発達段
階や生活環境に応じた指導を続ける。
増加する美容医療サービストラブル
	 	整形、医療脱毛など、美容医療サー
ビスでのトラブルが過去5年で最多

問

となっている。特に20代の若者に
おける相談が増加しているが、区と
してどのような注意喚起を行ってい
るか伺う。

区長　都などと国民生活センターが共
同で毎年1月から3月に若者向け悪質商
法被害防止キャンペーンを実施し、区
も同時期にポスター掲示などを行って
いる。また、契約の重要性、トラブル事
例や相談先として消費生活センターの
紹介などをまとめた「成人になるあなた
へ」を制作し、配布している。

2 月 21 日

区独自の賃上げ支援、風水害対策、
障害者支援へ

自由民主党目黒区議団・区民の会　鈴木 まさし　議員

賃上げ対策は区の追加支援を強化へ
	 	区独自の施策で区内事業者等の賃
上げを促進し、区民生活を支えよ。

区長　国や都の支援策を踏まえた上

問
で、中小企業の安定的・継続的な事業
展開に資するよう支援策を検討する。
気象予報士活用で的確な豪雨対策へ
	 	気象情報を的確に読み解き防災につ問

なげるため気象予報士と連携せよ。
区長　現在も民間気象情報業者の気象
予報士から情報を得ている。避難指示
や避難指示の発令判断などどのように
活用するか必要性も含め検討する。
共生社会実現の施策を本格化へ
	 	（1）障害者の法定雇用率引上げを
好機とし、障害者就労支援を強化せ
よ。（2）支援員の配置における都の

問

財政補助を活用し、チーム学校でイ
ンクルーシブ教育（※7）に取り組め。

区長　（1）障害者就労支援センターの
体制強化や関係機関と連携強化をする。
教育長　（2）今後通知される都の補助
事業の内容や補助条件を精査し、支援
員の待遇改善等も含め検討する。
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令和6年第2回定例会の予定 会期：6/17～6/28

⃝録画映像は中継終了後5日程度（土・日曜日・祝・休日を除く）から3年間ご覧になれます。
⃝開会予定時間：本会議は午後1時、委員会は午前10時。
⃝最新の情報は区ウェブサイトで確認できます。

議会中継 ：本会議は、区ウェブサイトで中継　委：委員会

能登半島地震被災地支援募金へのご協力、
ありがとうございました

目黒区議会は、1月11日に能登半島地震被災支援のため募金活動を行いました。
ご協力ありがとうございまし
た。皆さまからお寄せいただ
いた57万5,745円を石川県
東京事務所へお渡ししました。
（右写真）
また、各議員から募った17万
6千円と議長交際費2万4千円
を合わせた20万円を見舞金と
して金沢市へお渡ししました。

▲�石川県東京事務所へ支援金をお渡ししました。 ▲33人の議員が駅前（中目黒駅、学芸大学駅、都立大学駅、自由が丘駅）で募金活動を行いました。

※4  コモン（COMMON）　主に公共施設を共有財産と捉え、区民参画によって利活用を考えていくこと。
※5  フルインクルーシブ教育　全ての子どもが全ての時間、通常の学級で共に学ぶことを目指す教育。
※6  サードプレイス　安心して自分らしく過ごすことのできる、家庭でも学校でもない第三の居場所。
※7  インクルーシブ教育　障害の有無に関わらず、すべての子どもたちが共に学ぶことを目指す教育。
※8  RPA　パソコンを使った業務をロボットにより自動化する仕組み。
※9  ユースヘルスケア　思春期特有の健康に関する悩みや不安の解消を支援し、健康増進を目指すこと。

※10  対口支援　被災自治体と都道府県を一対一で取り持ち、被災の時点から復興・復旧の時点まで継続して
支援する制度。

※11  心不全パンデミック　高齢化進展による心疾患の患者急増で病院のベッド数等医療体制が追いつかな
くなること。

※12  ホルター心電図事業　小型のホルター心電図を24時間7日間連続装着し、心臓データを収集。病の早
期発見を目指す事業。

《用語解説》

区議会は傍聴ができます。
本会議や委員会は傍聴ができます。ご希望の方は、当日、総合庁舎本館5階の区議会事務局にお越しください。
傍聴の際には手洗いや手指消毒などの基本的な感染症対策にご協力をお願いします。
〈問い合わせ〉 区議会事務局 庶務係　☎03-5722-9413

議員の勉強会
政治分野における

セクハラ・マタハラ等の発生防止

3月25日・26日の2日間で、4回に分けてハラスメント防止に
関する議員勉強会を開催しました。

▲�研修用動画を視聴する議員

請願・陳情の受付
請願・陳情書は、区議会事務局へ直接ご持参ください。郵送によるものは原則として審査
を行いません。また、定例会ごとに提出期限を設けておりますので、ご注意ください。

◆令和6年第2回定例会で審査を希望する場合の提出期限　6月6日（木）正午
〈問い合わせ〉区議会事務局 議事・調査係　☎03-5722-9414

メルマガ配信終了
めぐろ区議会メルマガは、3月31日をもって配信を終了しました。4月よ
りめぐろ区議会だよりは目黒区公式LINEのメニューからもアクセスする
ことができます。右コードよりLINEアプリに友だち追加した上で、「広報」
メニューから「区議会だより」を選択して下さい。

〈問い合わせ〉区議会事務局 議事・調査係　☎03-5722-9414
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